
（裏面）消毒するタイミング例
※配布されている消毒薬の本数によって消毒の頻度
を考えます。

※感染症・食中毒予防のための消毒

しょうどく

手指（アルコールなど）
トイレの後
食事準備担当の時
避難所の掃除などをした後

調理器具
乾燥をさせることが大事
丁寧に汚れを取る。
使い捨て容器、ラップ、開いた紙パックの活用
熱湯が手にはいるようであれば、熱湯も効果的
消毒薬に余裕があれば作業後使用し、用具は乾燥

ドアノブ・蛇口な
どみなが手で触れ
るところ

１回／日以上消毒薬でふき取り

トイレ 巡回時にできる限り
清掃時

空気 換気が重要

次亜塩素酸ナトリウム
対象 トイレ

施設内ふき取り
調理用具
哺乳瓶

嘔吐物

薄めた消毒薬の
必要量 ６０００ｍｌ／日 ２０００ｍｌ／日

１本 予備で
残しておく原液

ペットボトル
キャップ約５ｍL

キャップ
１２杯／日
（６０ｍｌ）

キャップ
２杯／日
（１０ｍｌ）

１週間で使用本
数（計 ２ 本）

６０ｍｌ×７＝
４２０ｍｌ

１０ｍｌ×７＝
７０ｍｌ １本

キ
ッ
チ
ン

漂
白だいたい６００ｍｌ入り


